
長野県植物研究会誌　57: 1-4（2024） 1

* ふじのくに地球環境史ミュージアム　〒 422-8017 静岡県静岡市駿河区大谷 5762
Corresponding author: hiroshi1_hayakawa@pref.shizuoka.lg.jp

　長野県には、ラン科キンラン属は 4 種（キンラ
ン、ギンラン、ユウシュンラン、ササバギンラン）
が分布するとされてきた（長野県植物目録編纂委
員会 2017）。著者の早川は、信州大学自然科学館

（SHIN）において、ラン科キンラン属の標本を再同
定した結果、長野県から初記録となるクゲヌマラン
Cephalanthera longifolia (L.) Fritsch およびヤビツギ
ンラン C. erecta (Thunb.) Blume f. pelorica H.Hayak. 
et Suetsugu を見出した（早川ほか 2023）。その後、
長野県環境保全研究所植物標本庫（NAC）に所蔵さ
れるキンラン属標本の再同定を実施した。本稿では、
NAC および SHIN の標本調査および観察記録に基づ
いて、長野県内のクゲヌマランとヤビツギンランの
分布を報告する。
　クゲヌマランは、落葉広葉樹林やクロマツ林に
生育する多年草である（遊川 2015a, b）。かつては
本州の太平洋側海岸の砂質のクロマツ林下に生え
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るとされ、ギンランの変種や別種 C. shizuoi F.Maek.
な ど の 見 解 も 示 さ れ て き た（ 前 川 1971、 里 見
1982）。しかし、現在ではユーラシア大陸の温帯域
～アフリカ北部まで広く分布し（遊川 2015a, b）、
国内では北海道から九州の海岸のみならず内陸部に
までに分布することがわかっている。本種は、ギン
ランやササバギンランに類似するが、唇弁の距がき
わめて短いこと、葉が革質であること、葉のしわが
少なく葉脈が目立たないことなどで識別できる。
　NAC に は 0 点、SHIN に は 7 点 の 長 野 県 産 ク
ゲヌマランが所蔵されていた（図 1A、早川ほか
2023）。SHIN のクゲヌマラン標本のうち 4 点には、
井上健氏によって “ 唇弁の距が短い ”“ 唇弁の距は
ほぼない ” などと台紙上に鉛筆で書かれていた（図
2A-D）。このことは、井上氏がクゲヌマランの形態
的特徴をもつ標本を認識していたものの、当時の分
布や生態情報との不一致から、クゲヌマランと同定

図 1．クゲヌマランおよびギンラン、ヤビツギンランのさく葉標本の花序。
A：クゲヌマラン（長野県黒澤方面、寺島虎男 s.n.、1966 年 6 月 5 日、SHIN）、B：ギンラン（静岡県静岡市葵区、
湯浅保雄 YY074870、2013 年 5 月 13 日、ふじのくに地球環境史ミュージアム）、C：ヤビツギンラン（SHIN）。
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することは見送ったと推察される。
　次に、ヤビツギンランは、母品種であるギンラ
ンの唇弁が花被片化した品種である（柳川 1982、
Hayakawa et al. 2020）。本品種は、日本国内では
北海道、本州、四国に分布する（Hayakawa et al. 
2020、八木ほか 2022、早川ほか 2023）。
　NAC には 11 点（うち長野県産 7 点）、SHIN に
は 7 点（うち長野県産 6 点）のヤビツギンランが
所蔵されていた（図 1C、図 3、証拠標本を参照、
早川ほか 2023）。井上氏は、SHIN の 3 標本の台紙
に “ 唇弁が花弁化 ”“ 距がない ” と鉛筆書きしており

（図 2E-G）、ペロリア変異体と認識していたことは
間違いない。アノテーションの日付から 1994 年頃
に記述されたと推測される。NAC には 1 枚の標本
台紙上にヤビツギンランとギンランの両品種が張り
付けられていた標本が 3 点あった。そのため、長
野県内では両品種が同所的に生育している箇所が複
数あるものと考えられる。
　また、ヤビツギンランは長野県下水内郡栄村秋山
郷、長野県茅野市横谷渓谷からも観察されている（図
4）。
　上述したクゲヌマランとヤビツギンランの記録は
長野県北部から多く見出されている。今後、長野県
内の他地域においても 2 分類群が見いだされる可
能性があるため、注意を喚起したい。

証拠標本（NAC 所蔵）
Cephalanthera erecta (Thunb.) Blume f. pelorica 

H.Hayak. et Suetsugu（ヤビツギンラン）:

秋田県：鹿角市不老倉、R.Fujiwara s.n.、1988 年 6
月 19 日（062751）、協和町宇津野、R.Mochizuki 
s.n.、1984 年 6 月 9 日（069573）

岩手県：盛岡市姫神山、R.Mochizuki s.n.、1962 年
6 月 1 日（036247）、姫神山、R.Mochizuki s.n.、
1961 年 5 月 30 日（036249）

長野県：長野市逆谷池、伊藤静夫 s.n.，2011 年 6
月 7 日（162348）、長野市北郷研究所、永井
茂富 s.n.、2009 年 6 月 10 日、長野市浅川雲園、
永 井 茂 富 s.n.、2007 年 5 月 20 日（146398-
146399）、MSE 平林東方、花里弘 s.n.、1988
年 6 月 5 日（150063）、長野市飯綱高原、永
井茂富 s.n.、2009 年 6 月 2 日（156113）、伊
那市、中山冽 s.n.、1969 年 5 月、179330

　標本閲覧を許可頂いた NAC の尾関雅章氏、荒井
沙由理氏、SHIN の東城幸治氏、長野県内のヤビツ
ギンランの情報もしくは写真をご提供いただいた藤
田淳一氏、大森威宏氏、菅沼広美氏、新井二郎氏、
渡邉修氏に感謝します。

　摘要

　NAC、SHIN の 標 本 調 査 お よ び 現 地 情 報 か ら、
ラン科キンラン属のクゲヌマラン Cephalanthera 
longifolia (L.) Fritsch お よ び ギ ン ラ ン の ペ ロ リ ア
品 種 ヤ ビ ツ ギ ン ラ ン C. erecta (Thunb.) Blume f. 
pelorica H.Hayak. et Suetsugu の長野県における分
布を報告した。
 

A：松本市、奥原弘人 s.n.、1975 年 5 月 15 日、B：長野市、和田清 012282、1981 年 5 月 14 日、C：黒澤
方面、寺島虎男 s.n.、1966 年 6 月 5 日、D：上伊那郡、渡邉修 s.n.、1992 年 5 月 17 日、E：下高井郡、横内
斎 07102、1931 年 6 月 5 日、F：福井県大野郡、清水建美 29751、1984 年 6 月 3 日、G：高遠町、柄山祐
希 s.n.、1959 年 6 月 3 日。

図 2．SHIN 所蔵のクゲヌマラン（A-D）およびヤビツギンラン（E-F）標本の鉛筆書き。
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〇既報
●NAC所蔵

図 4．長野県で撮影されたヤビツギンラン。
A：長野県下水内郡栄村秋山郷（2022 年 6 月 12 日、新井二郎撮影）、B：長野県茅野市横谷渓谷（2018
年 6 月 7 日、新井二郎撮影）。

図 3．ヤビツギンランの分布。
〇は既報（Hayakawa et al. 2020、八木ほか 2022、早川ほか 2023）、●は NAC 所蔵を示す。
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